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F ttA実質合意

【
北
京

＝
島
崎
諭
生
】
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
出
席
の
た
め
北
京
を
訪
れ

て
い
る
韓
国

の
朴
樫
恵
大
統
領

と
、
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席

が
十
日
に
会
談
し
、
中
韓
自
由

貿
易
協
定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
締
結
で

実
質
合
意
し
た
。
日
中
首
脳
会

談
も
同
日
行
わ
れ
た
が
、
米
中

の
主
導
権
争

い
が
注
目
さ
れ
る

今
回
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
、
中
韓
が

突
出
し
て
蜜
月
ぶ
り
を
示
し
た

こ
と
に
、
韓
国
内
で
も
懸
念
す

る
意
見
が
出
て
い
る
。

Ｆ
Ｔ
Ａ
は
来
年
初
頭
に
正
式

署
名
し
、
来
年
内

の
発
効
を
目

指
す
と
の
内
容
で
、
二
十
年
以

内
に
関
税
撤
廃
の
対
象
と
す
る

貿
易
品
目
は
中
国
側
が

９‐
％
、

韓
国
側
が
９２
％
ｏ
中
国
に
と

っ

て
は
、
自
国
が
加
わ

っ
て
お
ら

ず
米
国
主
導
で
進
む
環
太
平
洋

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
を
、

け
ん
制
す
る
目
的
も
あ
る
と
み

ら
れ
る
。
中
国
は
先
月
、
自
国

が
主
導
す
る
新
た
な
国
際
金
融

機
関

「
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資

銀
行
」
の
来
年
中
の
始
動
に
向

け
、
イ
ン
ド
や
タ
イ
な
ど
二
十

一
カ
国
と
覚
書
を
結
ん
だ
。

日
米
は
慎
重
姿
勢
を
見
せ
、

０
１０
日
、
北
京
の
人
民
大
会
堂
で
、
韓
国
の
朴
種
恵

大
統
領
〇
と
握
手
す
る
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席

０
１０
日
、
ソ
ウ
ル
で
、
韓
国
総
合
株
価
指
数

（
Ｋ
Ｏ

Ｓ
Ｐ
！
）
を
示
す
モ
ニ
タ
ー
の
前
で
取
引
す
る
デ
ィ

ー
ラ
ー
。
中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
実
質
合
意
を
受
け
、
Ｋ
Ｏ

Ｓ
Ｐ
Ｉ
は
上
昇
し
た
＝
い
ず
れ
も
Ｅ
Ｐ
Ａ

・
時
事

韓
国
も
参
加
を
見
送

っ
た
が
、

奎
貝
換
副
首
相
は

「中
国
に
よ

る
支
配
構
造
な
ど
の
問
題
が
解

決
さ
れ
る
な
ら
、
参
加
し
な
い

理
由
は
な
い
」
と
発
言
、
波
紋

を
広
げ
た
。
韓
国
に
と

っ
て
人

口
十
二
億
人
を
抱
え
る
中
国

は
、
影
響
力
を
持

っ
て
い
る
。

中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
妥
結
を
受
け
、

韓
国
紙

・
中
央

日
報

（電
子

版
）
は

「
今
回
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
妥
結

に
よ

っ
て
、
韓
国
を
め
ぐ
る
米

国
と
中
国
の
競
争
が
激
化
す
る

だ
ろ
う
」
と
す
る
専
門
家
の
意

見
を
紹
介
し
、
米
韓
軍
事
同
盟

に
も
影
響
が
出
る
と
分
析
。
韓

国
の
著
名
な
ニ
ュ
ー
ス
分
析
サ

イ
ト

「
メ
デ

ィ
ア
ス
」
は
十

日
、
韓
国
が
中
国

へ
の
接
近
に

よ
り
、
日
米
と
の
協
調
関
係
で

外
交
的
に
孤
立
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
に
懸
念
を
示
し
た
。

韓
国
軍
兵
士
が

・

北
に
警
告
射
撃

軍
事
境
界
線
で

【
ソ
ウ
ル
＝
中
村
清
】
韓
国

北
部
の
京
畿
道
披
州
市
で
十
日

午
前
九
時
四
十
分
ご
ろ
、
非
武

装
地
帯
内
の
南
北
軍
事
境
界
線

に
近
づ
い
た
北
朝
鮮
軍
兵
士
十

人
余
り
に
対
し
、
韓
国
軍
が
二

十
発
余
り
、
警
告
射
撃
し
た
。

韓
国
国
防
省
に
よ
る
と
、
北
朝

鮮
側
は
応
射
せ
ず
、
午
後

一
時

ご
ろ
に
撤
収
し
た
と
い
う
。


